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1.は じめ に
社会科学の各分野では,図 書や論文を読む場合に,.引 用文献はその内容を知
るための手っ取 り早い情報源 となり,そ の主題の発展を探るメジャーともなる
であろう。誰の理論の流れを くんでいるのかがわかるのであるか ら,例 えばマ
ネタリス ト,ケ イソジアンの区別をつけるのにも,引 用文献は忠実な手助けと
なる。引用によって,知 識の貸手 ・借手がわかると考えることにすれば,引 用
される頻度が高い論文や図書(お よびその薯者)ほ ど,一 そ う大 きな影響力を
持つといえるかもしれない。大 まかに言えば引用は知的な協調を明 らかにする
ものであるか ら,そ れである程度までは影響の仕方を考えることができるけれ
ども,影 響力の精密なメジャーとして使 うことはできないようである。
この研究 ノー トでは,経 済学の文献に見 られる引用のパターンを 明 らか に
し,さ らに,影 響力を引用 された回数でもって量的に測ることについてのい く
つかの問題点を述べてみたいo
'2.図 書 か雑 誌 か
」
この10～20年 の間に,新 しい雑誌 が どん どん増 えてきている ことには,誰 も
でエき
が気付 いてい るであろ うb一 雑誌あた りの論文数 も増 えてい る。いっの間に本
を書か な くなったのであろ うか。1886年 か ら1905年 には,一 人 の経 済学者が発
表す る本 と論文 の比率 は1:3で あ った。 それが1965年 か ら1969年 とな ると,
*こ の研究ノー トの作成に際 して,藤 井栄一教授か ら有益なご助言を頂いた。
(1)Love11[7]の 調査では,1850年 からユ968年までの経済学関係の雑誌数の増加率
は年に3.48%で ある。1970年以降については,こ れよりも高い数値を示すであろう。
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1:6で ある。現在はこの差がもっとひ らいているであろうし,年 令別にわけ
て調査 してみると,若 い経済学者はほとんど本を書いていないとい う結果が出
るであろ う。
専門化された雑誌炉特に目立って現れ始めたのは1960年 代に入ってか らだ と
いわれる。若い経済学者は競ゐてそ うした雑誌に論文を(し かも短い論文を)
発表す るようになった。図書に しても,Readingsめ ように雑誌論文を編集 し
た ものが多 くなっている。確かに雑誌論文は本 と比べると,書 いてか ら発表さ
れるまでの時間が短い し,多 年の研究の集大成を待つ必要もあまりないので,
書きやすいといえるのだが……。
さて,今 や(各 国の細かなもの一 例えば 「商学討究」を含めると)数 百種
以上にもお よぶと思われる経済学関係の雑誌の中で,一 般に広 く読 まれ,か つ
ゆ
高い評価を得ているものとして,次 の10¢)雑誌をあげてみたい。()内 は略
称である。
∠4吻θ7ゴcα%Eoo%o捌cRθ σげθzσ(ノ4ER)
EoO%0〃Zθ'7づCα(Eハf)
ノ0%7%αZげPoZ漉6α1EoOπ0彫y(1PE)
Q%α7陀7砂 ノb%㍑ 認(ゾEoO%0雁CS-(QIE)
ノ～6擁θω げEcO%0勉 げ`5伽4S'認 づ5露03(五IE5T)墜
R6σ ゴ6ω げEcOπ0〃 漉S'%d∫ θS(RESZ))
EcO%0甥 づ0/b%7%αZ(E1)
Eoo%o勉`oo【(亙C)
0がbア4Eooπo師oP砂 θ7s(OEP)
1%'θ ㍑ α泥0π αZEoOπ0勉 げcRθ 麗 θZσ(1ER)
雑誌の評価については,選 ぶ人の専攻分野,年 令,地 位に より違いがでるで
　
あ ろ う し,た だ 単 に 広 範 囲 に 読 ま れ て い る とい う こ と だ け で は 十 分 と は い え な
(2)Stigler&Friedland[11]によれ ば,1935年 か ら1940年 の 間 と,1960年 か ら
1964年 の 間 は,新 しい 雑 誌 の 急激 な増 加 と相 ま って,特 に論 文 が 多 く書 か れ た 時期
で,本 との 比 は1:8前 後 に まで な っ てい る。
(3)雑 誌 の ラ ンキ ン グにつ い て は,Hawkins,Ritter&Wa正ter〔5]を見 よ。
(4)例 え ば,honetarytheoryを専攻 して い る人 な らば,∫o%7鰯`oアF初 σ%oθ や
ノo卿 π認oノ ●ル1伽 θy,C紹4露&β σ励 伽9な どに 高 い評 価 を 下 す で あ ろ う。 また,
ノ0%㍑ σJo∫EcOπ0禰cT加07yは 高 い 評 価 を得 てい るが,広 範 囲 に読 まれ て い'
な い 点 と.歴 史 が 浅 い こ とか ら調 査 の対 象 か ら外 され る ケー ス が 多 い。
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い。雑誌 の革新的 な要素を,新 しい理論 を打 ち出 した論文を最初に載せたか ど
うか でみ てみ る と,1920年 代に は1PBとE1に,1930年代にはQlEに,そ
して1940年 代には 、4ERに そ うした傾 向をみ ることができ る。 またSurvey論
文 には,オ リジナルな論文が引用 され ることが多いので,1950年 代に書かれ た
2冊 のS%7紹 ッ(ゾCo%'θ 〃zρ07礎yEooηo瞬csと1960年 代に書かれた3冊 の
S卿 循夕{ゾEoOη0謝cT肋07ッ で引用 され てい る論文 を雑誌別に数 えてみ る
と,1950年 代 には 、4E1～,ノPE,RESTの 論文が多 く,1960年 代には
Eノ,RBSD,AE1～ の論文が多い。両年代 の トータルを とってみ ても,
、4E1～,E/,1～ES1),RESTの 論文 が多 く引用 され てお り,こ れ らは オ
リジナ リテ ィーの強 い雑誌 といえ よ う。他 の雑誌 の論文に数多 く引用 され ると
い う点 では,!1亙Rが 長年 に渡 って優位 を占め てお り,1970年 に入 って互1匠の
評価が高 くな り,逆 にQlEとECが 落 ち込 んでい る。
次に,こ れ らの雑誌について掲載 された論文の傾向を分野別に見 ると,1920
年 か らMonetaryTheoryを含 むEconomicTheoryに関す る論文が大 幅
な 増 加 を続け てお り,こ れ を追 ってHistoryofEconolnicThought,
InternationalEcono皿icsに関す る論文 が増 加の径路 をた どっている。逆 に
減 少 してい るのは(MonetaryTheoryを含 まない)Morey,Credit&'
BankingとhdustrialOrganization&PublicPolicy,次いでLabour
Economicsと な ってい る。雑誌 の編集者が替 ったか らとい って,掲 載 され る
エゆ
論文 の傾 向 が 変 った とい うことはないけれ ど,Q/E(Harvard),ノPE
(Chicago)の よ うに大 学の経済学部が発 行 してい る雑 誌の編 集者は,そ の大
学 のFacultyや 卒業生 の論文 を優先的に採用 しがちであ る。1他の雑誌にっい
て,ど の大学 の人 の論文が よく掲載 され ているかを見 ると,主 だ った ところで
は,五E7～ セこはMIT,、aMに はStanford,RESTにはHarvardと い う
関係がみ られ るが,こ うした専属的な傾 向は年 々弱 まってい る。結局,単 行書
は もっぱ ら年配 の地位の ある経済学者に まか され,雑 誌に関 していえば,1960
(5).4π%αZε0!1吻 漉ε彿碗ゴ0認S'傭5彦ゴ6εはこの限 りではない。なお,こ の雑誌は
1973年 より,・肋 πα」30/P/o肱 δ歪碗アと・4%π"30/S'α 彦ゴ8'ゴ`碑こ分冊 している。
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年以降の新 しい雑誌の進出,専 門化とともに,特 定雑誌への集中化が弱まり,
相互依存関係が深 まってきているようだ。
3.経 済学 の引用 パ タ ーン
図書 よりも雑誌のシェアーが年 々広 まり,引 用に関しても,本 を引用す るよ
くの
り雑誌論文を引用する方が多 くなってきている。一論文あた りの引用文献数も
年々増加し,平 均引用文献数は,1890年 には6.82だ ったのが,1965年 には10.9,
1970年 には14.7に なっている。Quandt[8]の 調査によれば,引 用文献数の増
加率は年に5.1%か ら5.4%で あるので,1980年 ともなると平均引用文献数は20
を越すであろう。
論文が発表後 どのくらいの年月を経て引用されるかをみるには,論 文が発表
されてか ら他の論文で引用される回数がピークに達するまでの年数と,そ の回
数がピーク時の半分になるまでの年数,づ まり・「半減期」を調べるのも一つの
し
方法 であろ う。BordoとLandau[1]によれば,有 名な経済 学者の論文 は,発
表後約1.5年 で ピークを迎え5.4年 で半減期 に至 る。あ ま り有 名でない経済学看
につい ては,こ の タイムパタ ーンが少 しゆ っく りしていて,ピ ークに3.25年,
半減期 には5.75年 か か ってい る。半減 期については,経 済 学 も他 の 自然科学 も
あ ま りかわ らない。 ところで,こ の ピーク,半 減期にはかな りのば らっ きを考
えねばな らない であろ う。例 えば,不 完全競争理論 のは なやか な りし1930年 代
に名の売れた経済学者が不完全競争に関す る論文 を発表 すれば,あ っとい う間
に引用 され ることにな ろ うし,論 文を発表 した人が さほ ど有名 でな くても読 ま
れ る機 会が多いであろ う。反対に,た とえ非常に優れた論文 であ っても,そ の
時代 に主流 とな ってい るテーマと関係のない もので あれば,引 用 され るまでに
はか な りの時間を要す る ことになろ う。半減期 を雑誌 別にみ ると,平 均は5%
年 で箸者 別でみた場合 とあ ま りかわ りはない。AERは 平 均 より少 し短 くて4
年,ノ アEは5年,QIEは 少 し長 くて6%年,EMに な ると7%年 であ る。
(6)1965年 には,本 と雑誌とを引用する比率が1:1.7で あったのが,1975年 には1:
3に なっている。
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半減期が短いというのは,そ れだけ新 しい論文に飛びつきやすいということを
示 しているのであろ うか。
新 しい論文ほどよく引用されるかどうかについては,論文の分野,書かれた年
代により違いがあってはっき りしたことは言えないが,年 々新 しい論文を引用
するようになってきているようで,1950年 か ら1970年については約50%の 引用
が発表後6年 以内に行なわれ,10年 で約3ヵ 月その期間が短 まってきている。
■経済学では引用が少数ゐ論文に集中していて,1・2度 しか引用 されない論文
が全体の半数を占め,10回 以上も引用されるような論文は7%に 満たないb数
多 くの論文を発表する人がよく引用 されるとい うこともな く,か えってあまり
た くさん論文を発表 しない経済学者の方が引用されているとい う結果を出した
　
調査 もある。
論文を大き くマクロとミクロに分け七考えると,引 用文献め数は ミクロの方
がマクロよりも多 く(19:11),マ クロでは1950年 よりも前に書かれた論文を
引用するケースが多い。年配の経済学者や有名な経済学者となると,自 分の論
ぐ　き
文を引用 す る"self・citation"が 多 く,雑 誌論文 よりも本を引用 しカミちである。
人 と同様 に雑誌 も古 い歴 史を もつ と,同 じ雑誌の論文 を引用す る"self・
コ こい
feedinぎ'の 傾 向が強い。"self・feedinぎ'は どの雑誌 にも多 くみ られ るが,そ
れ 以外 に数多 く引用 の対象 とな ってい る雑誌を,そ れ ぞれ につ いて特徴的 な も
のを2・3選 んでみ ると,右 図の よ うな相互 引用 関係 がわ か る。矢 印の方 向は
その雑誌 が よ く引用す る雑誌を指 してお り,二 重 の四角 に囲 まれているEMと
ノFは 特にself・feedingの 傾 向が強 い。SE1だ けは例外的にsel鉦eeding
よりも他 の雑誌 を引用す る方が 多い。EC,Eノ の ような イギ リスの雑誌は相
対的にself・feedingが 多 く,他 の国の雑誌 に引用 される ことが年 々少 な'くな
(7)Bordo&Landau[1]によれば,1945年 から1968年について,引 用された回数
では,Solow,Samuelson,Friedman,Arrowの順であるが,そ の回数をこれ
らの学者が発表した論文の数で割ると,Solow,Metzler,Patinkin,Kaldorめ
順 となり,数 多くの論文を発表しているSamuelsonやFr三edmanのli頁 位が下っ
ている。
(8)一 般にself・citationは 全引用数の約8%を 占める。
(9)少 な くとも20%はself・feedingで ある。
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1F=ノ0π プ加ZO∫F伽 απCθ
5E1=30〃'加 〆%β ω πo忽010駕7π σ1
っ て お り,孤 立 化 し て き て い る 。
経 済 学 の 各 分 野 に つ い て1よ く引 用 さ れ る 雑 誌 を み る と 次 の よ うに な る。
value,priceandallo6ati6ntheory1:Eルf,'EC,1～ES1),
∠4ER,S互 ノ,刀?IE,QIE
inco皿eande皿ploymenttheory:」RE81),Eルf,.Eノ,EC
皿onetafytheory:ノPE,〆1E1～,∫F,.E/
historyofeconomicthought:C/E,E℃,「∫PE,Q/E'
econ6mic「history:E正Z1～,/EH,C/E,MS.
皿athematical,stat量sticalandothertoolsofanalysis:£M,
EDCC,盆EST
internationale60n6mics:KyK,EHR,C/E,OEP,E/
Iaboureconolnics:SE∫,EC,MS,REST
螂=ル 毎π6加SげθプSO加oJo∫Eω η0翅ゴC&50σ`σ1S'%4ゴ98
K蹟=丞 ン海Jos・
EER=EoO%0協o躍S'07yRθ勿θω
、EDCC=Eσ ρ%o禰 σDθ ηθZoρ翅6π'α π4Cκ 〃%7σJC肋 π8θ
ノEH=10π7%αJoアEcOη0師C研5'0η
0β=C朋 σご」勿%/0π 魏 θ」6ゾ.ε`oねo物`3
また,そ れ ぞ れ の 雑 誌 に は お 気 に 入 りの 経 済 学 者 が あ っ て,!1ERの 論 文 に
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は,Solow,Hicks,Friedman,Samuelson,E1瞼こはKoopmans,
Arrow,Theil,Klein,1pEセζはFri6dman,Solow,Johnson,
Keynes,Q/Eに はBaumo1,Berle,Friedmanの論文が よ く引用 され て
い る。
以上 の関係 より,あ る論文が あって,そ れ を引用 してい る論文を捜す時に,
一つ の方 向を見 出す ことが でき よう。例 えぽ ,も とも との論文が 、4ERに 載 っ
てい てmonetarytheoryに関す るものであれば,、4ERと1PEを1そ の
論文 の発表後6年 間につい て特 に重 点的 に調 べ,さ らにQIE,1～EST,
ノFを 捜せば よい とい うことに な る。
4,影 響 力を測 る
引用は知識の貸借 を見るのにはポピュラーな情報源ではあるけれども,そ れ
ノ
を経済学者あるいはその論文の価値の指標にすることは難 しい。数多 くの
し
referenceを 並 べたが る人 もいれば,引 用 を明 らかに したが らない人だ って
い るか も しれない。引用 された回数 の単な る集計 では,特 質が埋 もれて しま う,
だ ろ うσ
引用 された回数 を数え るに当 っては,ど の調査 でも,自 分の論文を引用す る
"self・citation"と,同 じ論文を一つ の論文 の中で何度 も引用 す る"multiple
citation"に 注意を払 ってい る。 自惚れ の強 い弱いは別 と して,self・citation
は例えば論争の場 合には止むを得ない ものであるけれ ど,他 へ の影響 とい う点
では除 くべきであろ う。 また,multiplecitationについては,同 じ論文 を何
度 くり返 し引用 して もそれ を1回 と数 え る"aUeast・onecitation"とい うこ
とで どの調査 も一致 してい る。 ところが,こ うした基準を設 けて数えた ところ
で,他 のた った一つの論文 で しか引用 されない よ うな論文を100篇 書 くのも,
他 の100の 論文で引用 され る ような論文 を1篇 書 くの も同 じことになって しま
う。 また シ限 られ た少数 の人 に しか引用 され ることがな くて も,そ の人達が数
多 くの論文を発表すれば,引 用 された 回数 は高い数値 を示す ことになる。そ こ
で,引 用 された回数を タイ トル別に集計 した り,著 者別 に集計 した ものを,そ
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の著者が発表 し兇論文数で割ってみた りしているが,そ れでも十分とは言えな
い。引用には賛同する立場で引用する場合と,反 対する立場で引用する場合が
ある。後者に影響力が全 く無いとは言えないけれ ども,一 般に影響を受けた と
い う場合には前者を指すであろ うか ら,引 用の回数を数える際には,賛 同の立
場での引用を対象 とすべきであろ う。そ うなると,引用文献を見るだけでな く,
論文の内容までも読まな くではならなくな り,大 変な作 業 となる。 さらに,
引用がFavorableかUnfavorableかという区別は難か しく,特 にValue
Theoryで は どち らとも言えないような引用が多い。Multiplecitationに つ
いても,例 えば50回 も狂信的に引用 しても,た った1回 当 り障 りなく引用 して
も同じというのはどうも頷けない。分野によっては引用文献の多い少ないが出
てくるであろうし,Harvardの 学者はHarvardの 学者の論文を好んで引用
するとい った派閥も考えに入れなければな らない。そして,さ らに厄介なこと
には,例 えばMarshallの 長期 ・短期の均衡価格のように,あ まりにも有名
ですでに 自明の理のようになってしまったものについては,も ともとの論文で
はな くて,それを説明しているような論文が引用文献 として現れることにな り,
最 も影響力の強い人は引用文献か ら姿を消 してしまうとい う結果になる。そん
なわけで,引 用 された回数でもって影響力を量的に測ることは危険であるとい
えよう。 どんな分野で も"quantity"を"quality"に 結びつけることは難か
しいo
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